
 「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAX、郵便でお送り
ください（コピー可）。またＥ-mailで参加申し込みの方は必要事
項（参加申込書参照）をすべてご記入の上、送信してください。

  
 1月30日（土）18:00より三井ガーデンホテル京都四条（会場より徒

歩約5分）で参加者の交流を図るため、交流パーティーを行いま
す。参加ご希望の方は「参加申込書」の所定の欄に○印をつけ
てください。交流パーティー参加費6,000円別途必要です。

 昼食（弁当）の申し込み
 お弁当が必要な方は、「参加申込書」の所定の欄に〇印をつけ
てください。お弁当は1,000円（お茶付・税込み）です。周辺にはレ
ストラン等飲食店はございますが混み合うことも予想されます。

 宿泊申し込みについて
 宿泊ご希望の方は、ご案内参照の上、宿泊日、ホテル名、部屋
のタイプを選択の上、「参加申込書」にそれぞれご記入くださ
い。なお、ツインをご希望の場合は、必ず同室者のお名前をお書
きください。〈参加申込書参照〉

 費用のお支払い
 「参加申込書」を受付後、払込票を送付しますので、金額合計を

銀行振込または郵便振替にて1週間以内にご送金ください。ご
入金の確認後、事務局より「参加証」「交流パーティー券」「昼
食（弁当）引換券」および「宿泊案内書」などを送付します。

 お取消料について
 お申し込みの後、ご都合により取り消される場合には次の取消

料を申し受けます。なお、セミナー参加費は返金しませんのでご
了承ください。〈参加申込書参照〉交流パーティー・宿泊、弁当

 申し込み締め切り
 定員になり次第締め切ります。

 申し込み・問い合わせ先
 株式会社朝日旅行
 「TEACCHコラボレーションセミナー」　受付事務局
 〒105-8548 東京都港区芝大門1-4-8
 TEL.03-5777-6722  FAX.03-5777-3395
 E-mail: ecc@asahiryoko.co.jp

■会場のご案内

参加申し込みについて
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●京都駅から京都市営地下鉄烏丸線「国際会館」行き乗車、「四条」駅下車、徒歩3分
●阪急電車京都線「烏丸」駅下車、徒歩3分
●京都市バス「四条烏丸」すぐ
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　障害があろうがなかろうが、人は「大人になれば働きたい」「自分の
役割を持ちたい」「楽しみたい」。それぞれの想いを果たすために
「個々の支援」を実践をしてきました。一作業所での、可能な限りの、
ほんの初期段階の実践です。

「個々の目的に応じた支援
 ～作業所での個別化された実践～」
塩木崇弘、中野純司（さわらび作業所）

「『生活デザイン』思考の支援計画」
水野敦之（それいゆ西部地域センター）

「自立した生活を目指して
 ～成人施設と家族との共同した取り組み～」
原崎知之（社会福祉法人 県央福祉会 横浜市中山みどり園）

「学校から通所施設への移行支援について」
内田博昭（社会福祉法人のぞみの里 生活介護事業所そよぎ今宿）

　ＴＥＡＣＣＨの基本的な考え方をモデルとした青年・成人期の生活
全般の支援計画の在り方について、点の支援～線の支援～面の支
援、そしてより多角的・総合的な支援を「生活デザイン」という視点で
整理します。全体を通し、自立的で豊かな生活の広がり、地域や就労
移行をどのように進めているかを事例も踏まえて発表します。

　特別支援学校から通所施設へ移行するため、在学のまま通所施設を
利用し、その間担任の先生を通所施設に派遣してもらい、引き継ぎを行
いながら通所施設での過ごし方を一緒に組み立てていった事例です。

　施設での４年間の自立生活に向けた取り組みの内容と、その時々
での家族の想いを紹介します。更に、これまでのシステムを使いグ
ループホーム利用を始めており、その準備段階から利用後の様子を
家族と共にお伝えします。
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実践報告とディスカッション（コーディネーター：内山登紀夫　諏訪利明）

　援助付き雇用で働くことをめざす機能が高い人から、居住サービスを利用し地域での活動を行うより重度の
人まで、成人期に向けてどのような準備が必要かについてお話しいただきます。

講演：マリー・バーガディン

「成人期に充実した生活をおくるために
  ＿自閉症の人が身につけておくべき10のことがら＿」

講演 1

　支援者である私たちの側が自閉症の人たちを支援していく際に大切にしなければならないこと、忘れてはい
けないこと、陥りやすい危険についてお話しいただきます。

「自閉症の人の役に立つために
  ＿支援者が習得しておくべき10のことがら＿」

講演 1

 9 :30 開場・受付

 10:00 開会

 10:10 講演1

  『成人期に充実した生活をおくるために

  ー自閉症の人が身につけておくべき10のことがらー』

 12:30 昼食・休憩

 14:00 講演2

  『自閉症の人の役に立つために

  ー支援者が習得しておくべき10のことがらー』

 16:30 

 18:00 交流パーティー

※1月30日（土）講演終了後にTEACCHプログラム研究会総会を開催します。

1月30日（土）

 9 :15 受付

 9:30 実践報告とディスカッション1・2

 11:45 昼食・休憩

 13:00 実践報告とディスカッション3・4

 15:00 閉会

 15:30 終了

1月31日（日）

プログラム

　TEACCHプログラム研究会ではTEACCH部との相

互協力（コラボレーション）を通じて自閉症の人の支援の

向上を目指しています。

　第２回のコラボレーションセミナーではバーガディン先

生をお迎えして、意見交換を行います。バーガディン先生

は現在ノースカロライナ大学教授・ラーレイTEACCHセン

ターのディレクターとして活躍されています。以前は重度

の成人のためのCLLC（カロライナリビングアンドラーニン

グセンター）のディレクターをされていました。青年期・成人

期の人の居住サービスや就労支援に長年にわたり情熱

的に取り組まれている方です。

　バーガディン先生との議論を通じて日本とノースカロラ

イナの自閉症の人の支援に役立てたいとお考えの方は

是非ご参加ください。

会長のメッセージ

内山登紀夫TEACCHプログラム研究会会長

TEACCH コラボレーションセミナー TEACCH コラボレーションセミナー 
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